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東
京
都
医
師
会
で
は
、
こ
れ
か

ら
在
宅
医
療
を
は
じ
め
た
い
と
考

え
る
会
員
あ
る
い
は
在
宅
医
療
を

は
じ
め
た
ば
か
り
の
会
員
を
対
象

と
し
て
、
平
成
29
年
度
よ
り
「
東

京
在
宅
医
療
塾
」
を
開
催
し
て
い

る
。
在
宅
医
療
に
取
り
組
む
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
を
養
成
す
る
た

め
の
研
修
で
あ
り
、
座
学
だ
け
で

な
く
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
た
実

習
も
行
っ
て
き
た
。

５
期
目
と
な
る
今
年
度
は
体
裁

を
変
え
、
講
義
に
先
立
ち
在
宅
医

療
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
と
し

た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
若
い

時
か
ら
在
宅
医
療
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
東
京
都
内
の
診
療
所
・
病

院
に
勤
務
す
る
全
職
種
だ
け
で
な

く
、
医
学
部
生
も
対
象
と

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
９
月

10
日
（
土
）
に
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
開
催
さ
れ
、
在

宅
医
療
に
つ
い
て
異
な
る

立
場
に
あ
る
３
名
の
講
師

が
講
演
し
た
。
迫
村
泰
成

氏
（
牛
込
台
さ
こ
む
ら
内

科
院
長
）
は
「
町
は
驚
き

に
満
ち
て
い
る
〜
在
宅
医

療
の
す
す
め
〜
」
と
題
し

て
、
自
身
が
在
宅
医
療
を

始
め
た
き
っ
か
け
や
、
実

際
の
在
宅
医
療
の
現
場
で

の
経
験
を
通
じ
て
、
在
宅

医
療
の
重
要
性
と
魅
力
に
つ
い
て

述
べ
た
。

町
亞
聖
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）
は
「
看
取
り
に
求
め
ら
れ

る
『
覚
悟
』
と
『
決
断
』
〜
住
み

馴
れ
た
地
域
で
最
期
ま
で
〜
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。
母
親
の
在
宅

療
養
の
中
で
、
在
宅
療
養
を
選
択

し
た
自
分
達
は
正
し
い
の
か
を
自

問
し
な
が
ら
、
納
得
に
至
る
ま
で

の
家
族
の
葛
藤
を
中
心
に
語
っ

た
。
在
宅
療
養
を
肯
定
で
き
た
の

は
、
訪
問
入
浴
時
の
母
親
の
安
心

し
た
顔
を
見
た
時
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
在
宅
療
養
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
家
族
は
多
く
の
不
安
を
抱

え
、
在
宅
療
養
を
決
断
す
る
の
は

覚
悟
を
要
す
る
こ
と
を
示
し
た
。

大
石
佳
能
子
氏
（
株
式
会
社
メ

デ
ィ
ヴ
ァ
代
表
取
締
役
）
は
「
在

宅
医
療
の
経
営
的
魅
力
と
始
め

方
」
と
題
し
、
在
宅
医
療
の
経
営

上
の
利
点
や
開
始
す
る
と
き
の
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に

は
、
講
師
陣
と
西
田
伸
一
理
事
が

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

東
京
都
で
は
、
今
後
も
高
齢
者

が
増
加
し
続
け
る
。
誰
で
も
年
齢

を
重
ね
れ
ば
、足
腰
が
悪
く
な
り
、

通
院
が
辛
く
な
る
時
が
く
る
。

東
京
都
医
師
会
と
し
て
は
、
か
か

り
つ
け
患
者
が
通
院
困
難
と
な
っ

た
時
に
、
在
宅
で
も
引
き
続
き
診

療
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
東
京
在
宅
医
療
塾
は
そ
の

た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ

り
、
今
後
も
継
続
し
て
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。
多
く
の
会
員
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

※ 

東
京
在
宅
医
療
塾
の
講
義
テ
キ
ス
ト

と
動
画
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

随
時
公
開
さ
れ
ま
す
。
閲
覧
に
は
会

員
専
用
の
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必

要
と
な
る
た
め
、
不
明
な
場
合
は
所

属
の
地
区
医
師
会
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

都
内
医
師
ほ
か
医
学
部
生
も
対
象
に
在
宅
医
療
の
魅
力
を
発
信

第5期「東京在宅医療塾」
カリキュラム

第1回　2022年10月8日（土）
「通院困難になった高齢者への在宅医療」
①認知症ケア
②脱水、感染症の在宅での治療
③摂食嚥下機能支援（医科歯科連携） 

第2回　2022年11月26日（土）
「在宅医療における連携」
①医療介護連携（地域の水平連携）
②病診連携（入退院支援）
③診診連携（24時間体制）

第3回　2022年12月10日（土）
「終末期がん患者への在宅医療」
①人生の最終段階におけるコミュニケーション
②緩和ケア
③鎮痛療法

＊各日とも、15：00～17：00
＊内容が変更になる場合もあります

東京在宅医療塾 在宅医療の魅力をじっくり伝えるシンポジウム

西田理事、迫村氏、町氏、大石氏

医 師 と 医 師 会 を 結 ぶ 情 報 紙
令和4年10月15日／毎月1回15日発行
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「東京在宅医療塾」在宅医療の魅力をじっくり伝えるシンポジウム 01
底流／地区医師会長連絡協議会報告　ほか 02
令和4年度 関東甲信越医師会連合会 03
TMA近未来医療会議 第２回 公開シンポジウム　ほか 05
地区医師会新会長紹介　ほか 06
みどりの広場　ほか 07
ふれあいポスト 08
都医からのお知らせ　ほか 09
地区医師会長からの一言 11
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ニッポ ン 放 送（AM1242kHz／FM93 .0MHz）朝
の番組「飯田浩司のOK！Cozy up！」内で6時15分頃
から5分程度、東京都医師会の役員等が出演して生活に
役立つ健康情報をお届けしています。
過去の放送はすべて番組ホームページまたはポッドキャ
ストから聴くことが
できます。

■番組ホームページ
http://www.1242.com/cozy/

■ポッドキャスト
https://omny.fm/shows/cozy-up/playlists/doctor

『モーニングライフアップ 
 今日の早起きドクター』

放送中!

月曜から金曜 
あさ6時15分頃から

各種届出に必要な書類は、ホームページよりダウンロードできます。

組合員の資格確認について

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合  ☎03-3270-6433（業務課）

○   現在も医療・福祉の事業または業務に従事していますか？
○ 保険証の住所は住民票と一致していますか？
○  （医師国保に加入している従業員がいる場合）退職した方や非常
勤になった方の喪失手続きはしましたか？

○ （法人事業所・常勤の従業員が5人以上の個人事業所の場合） 
健康保険適用除外承認は受けていますか？

組合員や家族に資格の喪失や変更があった場合は、
すみやかに届け出てください

～資格要件を満たしているか、
� 再度確認をお願いいたします～

最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
を
き
っ
か
け
に
、

か
か
り
つ
け
医
に
つ
い
て
の
議
論

が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。し
か
し
、

感
染
症
を
絡
め
て
か
か
り
つ
け
医

を
制
度
化
し
よ
う
と
い
う
議
論
に

は
、
そ
の
名
称
が
適
切
で
あ
る
か

ど
う
か
を
含
め
、
違
和
感
を
覚
え

ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
診
療
科
は
い

わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ー
科
の
一
つ
で
あ

る
眼
科
で
あ
る
。
発
熱
を
伴
う
患

者
の
診
療
は
行
う
も
の
の
、
発
熱

そ
の
も
の
へ
の
対
応
を
行
う
診

療
・
検
査
医
療
機
関
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
私
の
よ
う
な
診
療
科

が
果
た
す
べ
き「
か
か
り
つ
け
医
・

か
か
り
つ
け
医
機
能
」
と
は
何
で

あ
る
か
を
考
え
て
み
た
。

き
っ
か
け
は
、あ
る
委
員
会
で
、

「
患
者
は
自
院
が
休
診
の
時
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
眼
科
を
受
診
し
て
い

る
。
ま
さ
に
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
で

あ
り
、
必
ず
し
も
特
定
の
か
か
り

つ
け
医
療
機
関
を
希
望
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
発
言
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
は

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
果
た
し
て

い
な
い
か
ら
だ
」
と
指
摘
さ
れ
た

こ
と
で
あ
っ
た
。

「
か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ

け
医
機
能
」
の
定
義
を
含
め
、
２

０
１
３
年
８
月
に
日
本
医
師
会
・

四
病
院
団
体
協
議
会
に
よ
っ
て
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
合
同
提
言
の
中

に
、「
自
己
の
診
療
時
間
外
も
患

者
に
と
っ
て
最
善
の
医
療
が
継
続

さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
医
師
、
医

療
機
関
等
と
必
要
な
情
報
を
共
有

し
、
お
互
い
に
協
力
し
て
休
日
や

夜
間
も
患
者
に
対
応
で
き
る
体
制

を
構
築
す
る
」と
あ
る
。
確
か
に
、

地
域
の
連
携
・
情
報
の
共
有
に
よ

り
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
提
供
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
か
か
り

つ
け
医
が
果
た
す
べ
き
機
能
の
一

つ
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
と
、
医
療
機
能
の
異
な
る

医
療
機
関（
病
診
あ
る
い
は
病
病
）

間
の
連
携
、
い
わ
ゆ
る
「
垂
直
連

携
」
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
進

ん
で
き
て
い
る
。
一
方
で
、
同
じ

よ
う
な
機
能
を
持
つ
病
院
や
診
療

所
同
士
の
連
携
、特
に
同
種
の「
水

平
連
携
」
を
進
め
る
こ
と
は
、
お

互
い
が
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
こ
と
か

ら
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
医

療
の
継
続
の
た
め
に
も
、
医
療
情

報
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
共
有
化
と
共

に
、
迅
速
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
診
療
・
検
査
医
療
機
関
に
な
れ

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、

例
え
自
院
で
対
応
で
き
な
く
と

も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
務
、
自

宅
療
養
者
の
健
康
観
察
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
で
き
る
こ
と
は
少
な
く

な
い
。

結
局
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て

果
た
す
べ
き
こ
と
は
、
診
療
科
が

何
で
あ
る
か
に
は
関
係
が
な
い
。

病
気
を
診
る
主
治
医
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
自
分
の
専
門
性
を
超
え

て
患
者
の
相
談
を
受
け
、健
（
検
）

診
・
学
校
保
健
・
医
師
会
活
動
な

ど
を
通
じ
て
地
域
医
療
に
貢
献
す

る
こ
と
。
時
に
は
苦
手
な
ラ
イ
バ

ル
同
士
が
手
を
携
え
、
地
域
で
の

連
携
・
情
報
共
有
を
進
め
る
こ
と
。

そ
し
て
何
よ
り
も
大
事
な
の
は
、

地
域
を
支
え
る
医
療
者
と
し
て

の
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
こ
と
で
あ

ろ
う
。�

（
佐
々
木�

聡
）

最
近
、か
か
り
つ
け
医
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、

診
療
科
と
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
。

診
療
科
と
か
か
りつ
け
医
と
し
て
の

役
割
について

地区医師会長
連絡協議会報告
令和4年9月16日（金）

新
地
区
医
師
会
長
の
紹
介
が
あ

り
、
加
藤
一
彦
会
長
（
北
多
摩
）

か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
令
和
５
年
度
東
京
都
予
算

に
対
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て

来
年
度
の
東
京
都
予
算
に
対
す

る
要
望
を
行
っ
た
。
今
回
の
重
点

医
療
政
策
は
「
予
防
医
療
、
健
診

体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
」「
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
を
は
じ
め
新
興
・

再
興
感
染
症
対
策
の
さ
ら
な
る
充

実
」「
フ
レ
イ
ル
・
認
知
症
に
対

す
る
積
極
的
な
予
防
施
策
の
展

開
」「
自
宅
療
養
、
自
宅
待
機
者

へ
の
健
康
観
察
を
含
む
支
援
事
業

や
往
診
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
」

「
救
急
災
害
医
療
の
さ
ら
な
る
充

実
」「
外
国
人
に
対
す
る
医
療
提

供
体
制
整
備
の
推
進
」「
東
京
総

合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な

る
充
実
」「
東
京
都
福
祉
保
健
局

に
新
設
さ
れ
た
病
院
支
援
部
の
中

に
民
間
病
院
を
支
援
す
る
部
門
の

創
設
」
と
し
て
い
る
。

本
要
望
は
、
東
京
都
福
祉
保
健

局
長
を
通
じ
て
東
京
都
知
事
に
提

出
し
た
。
ま
た
、都
議
会
自
民
党
、

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
、
都
議
会

公
明
党
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て

説
明
し
た
。

（
２
）
医
師
会
お
よ
び
医
療
機
関

へ
の
安
全
確
保
に
資
す
る
警
察
か

ら
の
支
援
に
つ
い
て

本
会
で
は
、
安
全
確
保
に
資
す

る
必
要
な
支
援
を
受
け
る
た
め
に

警
視
庁
と
連
携
を
図
り
、
各
地
区

医
師
会
の
所
轄
と
な
る
警
察
署
の

一
覧
を
作
成
し
た
。
地
区
医
師
会

お
よ
び
各
医
療
機
関
に
お
い
て

は
、
所
轄
の
警
察
署
と
さ
ら
な
る

連
携
を
図
り
、
安
全
確
保
に
努
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

（
３
）
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

導
入
の
原
則
義
務
化
に
つ
い
て

令
和
５
年
４
月
か
ら
の
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
原
則
義
務
化
に
伴

い
、
厚
生
労
働
省
よ
り
す
べ
て
の

医
療
機
関
に
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
早
期
取
得
が
依
頼
さ

れ
て
い
る
。
日
本
医
師
会
で
は
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
、
寄
せ

ら
れ
た
情
報
は
厚
生
労
働
省
へ
の

対
応
や
要
望
に
大
い
に
役
立
つ

た
め
、
会
員
へ
の
周
知
を
お
願
い

す
る
。

（
４
）
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
に
つ

い
て故

安
倍
晋
三
元
首
相
の
国
葬
儀

が
９
月
27
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
日
本
武
道
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
当
日
の
救
急

医
療
体
制
に
つ
い
て
留
意
い
た
だ

き
た
い
。

（
５
）
東
京
レ
ガ
シ
ー
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

東
京
レ
ガ
シ
ー
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
が
、
10
月
16
日
（
日
）
午
前
８

時
か
ら
国
立
競
技
場
を
ス
タ
ー

ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
会
場
と
し
て

初
開
催
さ
れ
る
。
当
日
の
救
急
医

療
体
制
に
つ
い
て
留
意
い
た
だ
き

た
い
。

（
６
）第
５
期「
東
京
在
宅
医
療
塾
」

開
講
に
伴
う
受
講
者
募
集
の
お
知

ら
せ
に
つ
い
て

本
年
度
の「
東
京
在
宅
医
療
塾
」

は
、
会
員
の
ほ
か
に
医
学
部
学
生

（
都
内
大
学
医
師
会
）
も
受
講
対

象
と
す
る
。
第
１
回
を
10
月
８
日

（
土
）、第
２
回
を
11
月
26
日（
土
）、

第
３
回
を
12
月
10
日
（
土
）
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
。
申
込
締

め
切
り
を
９
月
26
日
（
月
）
に
延

長
し
た
の
で
、
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
た
い
。

（
７
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
全
数
届
出
の
見
直
し
が
全
国
一

律
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
感
染
者
の
療
養
期
間

の
短
縮
等
に
つ
い
て
情
報
提
供

し
た
。

（
８
）
救
護
所
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

（
案
内
用
図
記
号
）
の
推
奨
お
よ

び
外
国
人
医
療
に
関
す
る
自
治
体

の
取
組
事
例
に
つ
い
て

東
京
都
医
師
会
外
国
人
医
療
対

策
委
員
会
は
、
外
国
人
に
対
す
る

医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
努
め
る

た
め
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
特
に

災
害
時
に
お
け
る
体
制
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
本
委
員
会
で
は

外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
い
国
際

基
準
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
活
用

を
推
奨
し
て
い
る
の
で
、
地
域
の

防
災
訓
練
等
で
活
用
い
た
だ
き

た
い
。

（
９
）
医
師
会
立
看
護
師
・
准
看

護
師
学
校
養
成
所
の
学
生
募
集
に

係
る
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

入
学
希
望
者
の
減
少
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
会
で

は
学
生
募
集
の
広
報
活
動
と
し
て

各
学
校
共
通
と
な
る
学
生
募
集
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。
医
療
機
関

の
待
合
室
等
に
掲
示
し
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
方
に
広
報
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
10
）
令
和
４
年
度
在
宅
難
病
患

者
訪
問
診
療
事
業
地
区
医
師
会
別

実
施
状
況
報
告
（
第
１
四
半
期
）

に
つ
い
て

（
11
）「
第
31
回
日
本
医
学
会
総
会

２
０
２
３
東
京
」
の
参
加
登
録
の

お
願
い
に
つ
い
て

日
本
医
学
会
総
会
が
２
０
２
３

年
４
月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ

る
。
参
加
登
録
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
1
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

①
予
防
接
種
等
の
支
払
単
価
の
調

査
に
つ
い
て�

（
荒
川
区
医
師
会
）

（
２
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
大
田
区
三
医
師
会
コ
ロ
ナ
後

遺
症
専
門
外
来
」
に
つ
い
て

�

（
大
森
医
師
会
）

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）
役
員
賠
償
責
任
保
険
に
つ

い
て

�

（
日
本
橋
医
師
会
）

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
陽
性
者
の
全
数
把
握
見
直
し

に
つ
い
て

�

（
足
立
区
医
師
会
）

（
３
）
医
療
機
関
検
索
サ
イ
ト
に

関
す
る
問
題
に
つ
い
て

�

（
渋
谷
区
医
師
会
）
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令
和
４
年
度
関
東
甲
信
越
医
師

会
連
合
会
が
、
東
京
都
医
師
会
が

当
番
で
、
９
月
11
日
（
日
）
に
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
東

京
都
医
師
会
か
ら
は
尾
㟢
治
夫
会

長
以
下
22
名
が
参
加
し
、
来
賓
に

は
日
本
医
師
会
か
ら
松
本
吉
郎
会

長
、
茂
松
茂
人
・
⻆
田
徹
・
猪
口

雄
二
各
副
会
長
、
長
島
公
之
・
宮

川
政
昭
・
細
川
秀
一
・
黒
瀨
巌

各
常
任
理
事
、
東
京
都
か
ら
小

池
百
合
子
知
事
が
招
か
れ
た
。

定
例
大
会
で
は
、
令
和
３
年
度

の
当
番
の
千
葉
県
医
師
会
か
ら
事

業
報
告
お
よ
び
救
急
災
害
部
会
に

関
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。続
い
て
、

令
和
４
年
度
の
当
番
の
東
京
都
医

師
会
か
ら
事
業
報
告
お
よ
び
医
療

保
険
部
会
、
介
護
保
険
・
地
域
包

括
ケ
ア
部
会
、
救
急
災
害
部
会
に

関
す
る
報
告
、
新
潟
県
医
師
会
か

ら
医
師
会
共
同
利
用
施
設
分
科
会

に
関
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。

次
に
以
下
の
８
項
目
が
大
会

の
決
議
と
し
て
採
択

さ
れ
た
。

決
議

①
現
下
の
水
道
光
熱

費
、
食
材
料
費
等
の
物

価
高
騰
に
よ
る
医
療
機

関
・
介
護
事
業
所
等
の

経
営
上
の
危
機
に
対
す

る
支
援
が
早
急
に
な
さ

れ
る
こ
と

②
医
療
現
場
で
の
働
き

方
改
革
で
は
、
医
師
の

身
体
的
か
つ
精
神
的
な

健
康
確
保
の
み
な
ら

ず
、
生
活
を
守
る
た
め

の
所
得
確
保
も
考
慮

し
、
救
急
医
療
や
産
科

医
療
な
ど
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
医
療
の

崩
壊
を
招
か
ぬ
よ
う

施
行
さ
れ
る
こ
と

③
災
害
発
生
時
や
新

興
・
再
興
感
染
症
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
、
的

確
な
医
療
が
円
滑
に
提

供
で
き
る
よ
う
、
平
時

よ
り
危
機
対
応
総
合
研

究
組
織
（
日
本
版
Ｃ
Ｄ

９
月
11
日
（
日
）、
令
和
４
年

度
関
東
甲
信
越
医
師
会
連
合
会
医

療
保
険
部
会
お
よ
び
介
護
保
険
・

地
域
包
括
ケ
ア
部
会
、
救
急
災
害

部
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
。
今
年
度
は
、
当
日
の
議
論

を
深
め
る
た
め
、
各
部
会
と
も
事

前
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
開
催
し
、

テ
ー
マ
を
３
題
に
集
約
し
て
検
討

し
た
。

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
⻆
田
徹

副
会
長
、
蓮
沼
剛
・
黒
瀨
巌
両
理

事
が
参
加
し
た
。
ま
た
日
本
医
師

会
か
ら
長
島
常
任
理
事
が
臨
席

し
、
各
検
討
テ
ー
マ
に
対
し
て
コ

メ
ン
ト
並
び
に
総
括
を
行
っ
た
。

１  

外
来
感
染
対
策
向
上
加
算
の

近
況
と
感
染
防
止
対
策
評
価

に
つ
い
て

「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
に
お

け
る
外
来
感
染
対
策
向
上
加
算
の

届
出
割
合
」
は
概
ね
40
～
50
％
に

留
ま
る
こ
と
が
判
明
し
、
多
く
の

医
療
機
関
が
施
設
基
準
や
算
定
要

件
が
厳
し
す
ぎ
る
こ
と
を
理
由
に

届
け
出
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
示

唆
さ
れ
、
改
め
て
「
要
件
緩
和
」

の
必
要
性
を
確
認
し
た
。

更
に
、
感
染
対
策
を
行
う
全
て

の
医
療
機
関
が
本
加
算
を
算
定
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
医
師

会
が
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
に

関
し
て
も
情
報
交
換
を
行
い
、

◦�

地
区
医
師
会
が
連
携
機
関
と
な

り
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
を
主

催
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

◦�

地
区
医
師
会
が
「
加
算
１
を
算

定
す
る
医
療
機
関
と
診
療
所

の
連
携
を
調
節
す
る
た
め
」
の

支
援

◦��

指
針
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
参

考
資
料
の
提
供

◦��

提
出
書
類
の
ひ
な
形
の
作
成
・

記
入
例
の
提
示

な
ど
具
体
的
な
事
例
も
紹
介
さ

れ
、
各
都
県
と
も
懸
命
に
努
力
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

２ 

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
に
つ
い
て

標
記
テ
ー
マ
に
対
し
て
は
、

◦�

無
診
察
投
薬
と
な
り
医
師
法
第

20
条
等
に
抵
触
す
る
の
で
は
な

い
か

◦�

２
回
目
以
降
の
処
方
は
薬
剤
師

が
判
断
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
責

任
の
所
在
は
医
師
に
あ
る

◦�

通
常
の
対
面
診
療
に
よ
っ
て
行

え
る
は
ず
の
、「
き
め
細
か
い

診
察
に
基
づ
く
適
切
な
指
導
や

管
理
が
行
え
な
い
」た
め
に“
病

状
の
悪
化
”
が
危
惧
さ
れ
る

◦�

リ
フ
ィ
ル
処
方
の
導
入
は
、
医

療
費
適
正
化
を
優
先
し
、
患
者

の
た
め
に
な
る
安
全
な
医
療

の
提
供
に
は
な
ら
な
い

な
ど
の
疑
問
や
懸
念
が
多
数
報
告

さ
れ
た
。

本
検
討
で
は
最
終
的
に
、

◦�

今
後
十
分
な
議
論
の
も
と
で
、

改
め
て
「
制
度
の
見
直
し
」
を

求
め
る

◦�

医
師
の
診
療
を
定
期
的
に
受
診

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
国
民
に

向
け
て
丁
寧
に
周
知
す
べ
き

と
の
認
識
で
一
致
し
た
。

　３  

今
年
度
診
療
報
酬
改
定
実
施

後
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
実
態
と
課
題

今
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
原
則
初
診
か

ら
解
禁
さ
れ
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

「
か
か
り
つ
け
医
が
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
必
要
と
判
断
し
た
際
に

は
、
支
障
な
く
行
え
る
よ
う
課
題

解
決
に
取
り
組
む
」
た
め
に
、
各

都
県
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
状
況
に

つ
い
て
情
報
交
換
し
た
。

◦�

自
宅
療
養
コ
ロ
ナ
患
者
へ
の
対

応
な
ど
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
診

療
報
酬
改
定
に
よ
る
届
出
や
報

告
に
よ
る
煩
雑
化
の
影
響
も
あ

り
、
本
年
４
月
に
は
「
情
報
通

信
機
器
を
用
い
た
診
療
に
係
る

施
設
基
準
」
の
届
出
医
療
機
関

数
は
、
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る

県
も
少
な
く
な
い

◦�

医
師
側
は
医
師
資
格
証
、
患
者

側
は
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
顔
認
証
付
き

の
公
的
な
証
明
書
と
保
険
証
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
本
人
確

認
は
概
ね
問
題
な
い
が
、“
な

り
す
ま
し
”
な
ど
の
危
険
性
は

否
定
で
き
な
い

◦�

一
部
負
担
金
の
未
払
い
問
題
は

顕
在
化
し
て
い
な
い
が
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
伴
う
導

入
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
係
る
費
用

の
問
題
が
あ
る

◦�

日
本
医
学
会
連
合
の
「
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
初
診
に
関
す
る
提

言
」
と
、
厚
生
労
働
省
が
定
め

る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
適
切

な
実
施
に
関
す
る
指
針
」
を
遵

守
す
る
こ
と
が
基
本

◦�

初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

は
か
か
り
つ
け
医
に
限
る
べ
き

◦��

営
利
優
先
企
業
の
参
入
問
題
は

現
時
点
で
は
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
な

い
が
、
危
惧
は
感
じ
て
い
る

◦�

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
ル
ー
ル
作

り
に
は
、
医
療
現
場
に
精
通
す

る
医
師
の
意
見
を
最
大
限
反
映

す
べ
き

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
実

施
状
況
や
導
入
の
動
機
の
ほ
か
、

課
題
や
問
題
点
等
を
設
問
と
す
る

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
共
同
で
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
２
７
２
０
名
と
多

く
の
会
員
か
ら
回
答
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
、
後
日
詳
細
に
検
討
し
た

う
え
で
、
改
め
て
発
表
す
る
予
定

で
あ
る
。

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
平
川
博

之
副
会
長
、
西
田
伸
一
・
土
谷
明

男
両
理
事
が
参
加
し
た
。
ま
た
日

本
医
師
会
か
ら
釜
萢
敏
常
任
理
事

が
臨
席
し
、
各
検
討
テ
ー
マ
に
対

し
て
コ
メ
ン
ト
並
び
に
総
括
を

行
っ
た
。

Ｃ
）、
保
健
所
機
能
強
化
、
臨
時

医
療
施
設
（
サ
ー
ジ
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
）
な
ど
施
設
設
備
の
常
設
化

や
支
え
る
人
材
育
成
な
ど
、
危
機

管
理
対
応
能
力
の
強
化
構
築
を
す

る
こ
と

④
災
害
時
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に

も
対
応
し
、
円
滑
に
健
康
情
報
の

共
有
が
図
れ
る
一
元
的
な
デ
ジ
タ

ル
情
報
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
確
立

す
る
こ
と

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
我
が
国
の
ワ
ク
チ
ン
や

治
療
薬
の
研
究
開
発
・
製
造
体
制

を
早
期
確
立
す
る
こ
と

⑥
か
か
り
つ
け
医
が
24
時
間
３
６

５
日
、
地
域
の
医
療
を
支
え
る

た
め
の
視
点
に
立
っ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
推
進

を
図
る
こ
と

⑦
准
看
護
師
に
介
護
教
育

を
施
し
た
う
え
で
、
地
域

に
お
け
る
医
療
と
介
護
の

円
滑
な
連
携
を
図
る
た
め

の
人
材
と
な
る
よ
う
、
新

た
な
国
家
資
格
の
創
設
等
を
検

討
す
る
こ
と

⑧
社
会
資
本
で
あ
る
医
療
機
関
の

事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、
一
般
中

小
企
業
並
の
税
制
優
遇
措
置
を
講

じ
る
こ
と

最
後
に
、
松
本
日
本
医
師
会
長

に
よ
る
特
別
講
演
「
令
和
４
年
度

診
療
報
酬
改
定
を
踏
ま
え
た
動

向
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
、
閉
会

し
た
。

な
お
、
来
年
度
の
本
連
合
会
は

栃
木
県
医
師
会
が
当
番
で
、
令
和

５
年
10
月
１
日
（
日
）
に
宇
都

宮
市
内
で
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

定 

例 

大 

会

定例大会では、松本日医会長による特別講演が行われた

介
護
保
険
・

 

地
域
包
括
ケ
ア
部
会

医
療
保
険
部
会

挨拶する尾﨑会長

令
和
４
年
度 

関
東
甲
信
越
医
師
会
連
合
会

医
療
保
険
部
会
、介
護
保
険
・

地
域
包
括
ケ
ア
部
会
、救
急
災
害
部
会
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のデジタルデータ
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応
募
規
定

両
理
事
が
参
加
し
た
。
ま
た
日
本

医
師
会
か
ら
細
川
常
任
理
事
が

臨
席
し
、
各
検
討
テ
ー
マ
に
対
し

て
コ
メ
ン
ト
並
び
に
総
括
を

行
っ
た
。

１  

医
師
の
働
き
方
改
革
と
救
急

医
療
に
つ
い
て

医
師
の
働
き
方
改
革
、
す
な
わ

ち
労
働
時
間
の
制
限
を
こ
の
ま
ま

進
め
れ
ば
一
次
、
二
次
、
三
次
救

急
、
小
児
周
産
期
救
急
の
維
持
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
、
大
学

病
院
等
で
は
医
師
の
自
己
研
鑽
の

機
会
が
奪
わ
れ
る
こ
と
等
が
各
都

県
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。
具
体
的
な
解
決
策
を
医

療
機
関
や
行
政
、
労
働
基
準
局
が

連
携
し
て
地
域
の
救
急
医
療
が
継

続
さ
れ
る
よ
う
に
実
行
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
の
中
で
、
特
に
医
師
会

が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
も
出
さ

れ
た
（
須
藤
英
仁
群
馬
県
医
師
会

長
、
茂
松
日
本
医
師
会
副
会
長
）。

ま
た
、
中
長
期
的
視
点
で
は
医

師
の
良
質
な
健
康
・
生
活
を
実
現

し
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た

め
、
働
き
方
改
革
を
遂
行
す
る
こ

と
は
必
要
で
あ
る
が
、
短
期
的
視

点
で
は
、
救
急
医
療
機
関
の
機
能

連
携
お
よ
び
役
割
分
担
に
よ
り
患

者
を
転
院
搬
送
す
る
こ
と
で
一
部

の
医
療
機
関
、
医
師
に
負
担
が
集

中
し
な
い
よ
う
な
方
策
で
勤
務

時
間
管
理
を
目
指
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

２  

か
か
り
つ
け
医
と
救
急
医
療
・

災
害
医
療
・
感
染
症
医
療
（
新

興
感
染
症
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）

に
つ
い
て

救
急
医
療
・
災
害
医
療
に
お
け

る
か
か
り
つ
け
医
の
役
割
と
し
て

１  

地
域
共
生
社
会
に
お
け
る
医

師
会
の
役
割
に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地

域
生
活
支
援
拠
点
等
の
各
種
相
談

窓
口
と
地
区
医
師
会
と
の
連
携
、

高
齢
・
障
害
・
子
育
て
・
貧
困
等

各
福
祉
部
門
の
連
携
に
医
療
も
助

力
す
る
こ
と
、等
が
提
言
さ
れ
た
。

２  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
の

高
齢
者
施
設
等
に
お
け
る
医

療
支
援
の
さ
ら
な
る
強
化
に

つ
い
て

平
時
か
ら
の
感
染
症
対
策
部
門

の
設
置
、
迅
速
か
つ
継
続
的
な
感

染
対
策
指
導
と
医
療
支
援
に
よ
り

必
要
に
応
じ
て
施
設
で
の
療
養
継

続
を
可
能
と
す
る
こ
と
、
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
施
設
へ
の
介
護

人
材
の
派
遣
を
よ
り
実
効
性
の
あ

る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
、
等
が
提

案
さ
れ
た
。

３  

か
か
り
つ
け
医
と
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
、
国
で

議
論
さ
れ
て
い
る
「
か
か
り
つ
け

医
制
度
」
に
つ
い
て
は
反
対
意
見

が
多
か
っ
た
。
一
方
で
、
今
後
の

社
会
構
造
を
勘
案
す
れ
ば
、
総
合

性
、
継
続
性
、
随
時
制
、
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
を
担
保
し
た
医
療
体

制
の
普
及
が
早
急
の
課
題
で
あ

り
、
我
が
国
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
。「
日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能

研
修
」
を
さ
ら
に
進
化
発
展
さ
せ

る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
猪
口
正

孝
副
会
長
、
新
井
悟
・
市
川
菊
乃

は
、
①
地
域
の
人
々
が
、
住
み
慣

れ
た
街
で
24
時
間
３
６
５
日
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
救
急
・

災
害
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
医
療
に
お

い
て
も
、
入
院
以
外
の
生
活
に
密

着
し
た
基
礎
的
医
療
を
提
供
で
き

る
よ
う
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
②
医
師
会
か
ら
「
か
か

り
つ
け
医
機
能
」
を
発
信
す
る
こ

と
が
重
要
な
こ
と
、
③
医
師
個
人

で
は
な
く
か
か
り
つ
け
医
の
集
団

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
こ
と
、と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
医
師
会
か
ら
は
、
医

師
会
に
入
会
す
る
条
件
と
し
て
休

日
診
療
所
へ
の
勤
務
、
災
害
訓
練

の
参
加
を
必
須
と
し
て
い
る
市
医

師
会
の
例
も
示
さ
れ
た
。

３  
災
害
医
療
：
避
難
所
運
営
、

避
難
行
動
要
支
援
者
、
高
齢

者
施
設
対
応
～
コ
ロ
ナ
禍
で

の
災
害
医
療
対
応
も
含
め
～

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
雑

魚
寝
の
避
難
生
活
が
多
く
の
地
域

で
続
い
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ

る
こ
と
、
環
境
改
善
の
た
め
に
は

コ
ロ
ナ
の
宿
泊
療
養
施
設
を
参
考

と
し
た
ホ
テ
ル
の
活
用
が
有
用
で

は
な
い
か
、
と
の
意
見
が
出
た
。

ま
た
避
難
所
の
環
境
問
題
で
は
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
利
用
に
よ

り
Ｄ
Ｖ
Ｔ
が
減
少
し
災
害
関
連
死

の
防
止
に
有
用
で
あ
る
と
の
研
究

が
あ
り
、
避
難
所
で
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
の
積
極
的
な
活
用
や
、

避
難
所
と
し
て
の
ホ
テ
ル
の
利
用

を
進
め
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

つ
い
て
は
作
成
が
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
だ
多
く
の
医

師
会
で
は
情
報
共
有
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

個
別
避
難
計
画
の
作
成
も
進
捗

は
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
埼
玉
県

に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
・
人
工
呼

吸
器
装
着
患
者
の
災
害
時
の
避
難

計
画
に
つ
い
て
行
政
と
メ
ー
カ
ー

と
の
間
で
協
定
が
結
ば
れ
た
と

い
っ
た
好
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。

高
齢
者
施
設
で
の
コ
ロ
ナ
対
応

に
つ
い
て
は
、
複
数
の
県
で
支
援

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
い
る
こ
と
、

東
京
都
で
は
感
染
制
御
チ
ー
ム
を

つ
く
っ
て
介
入
し
て
い
る
と
い
っ

た
事
例
の
報
告
が
あ
っ
た
。

救
急
災
害
部
会
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東
京
都
医
師
会
は
９
月
13
日

（
火
）
に
定
例
記
者
会
見
を
開
催

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
見
解

を
示
し
た
。

尾
㟢
治
夫
会
長
は
、「
新
規
感

染
者
数
は
減
少
し
て
お
り
、
今
後

も
し
ば
ら
く
こ
の
傾
向
は
続
く
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
新
た
な

変
異
株
が
現
れ
る
と
状
況
が
変

わ
っ
て
く
る
と
い
う
点
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
の
難
し
い
と
こ
ろ

だ
。
ま
た
、
全
数
把
握
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
東
京
都
と
連
携
し
、

発
生
届
の
対
象
外
と
な
る
患
者
の

症
状
が
悪
化
し
た
際
に
は
早
期
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
デ
ー
タ
を

解
析
し
て
重
症
化
の
予
測
因
子

を
抽
出
し
、
今
後
の
健
康
観
察
に

役
立
て
る
こ
と
も
必
要
だ
」
と
述

べ
た
。

都
民
に
対
し
て
は
、「
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
は
感
染
力
が
強
く
、
若
い

世
代
で
も
後
遺
症
が
見
ら
れ
る
な

ど
油
断
で
き
な
い
。
大
切
な
生
活

を
守
る
た
め
に
、
３
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
て
ほ
し
い
」
と

求
め
た
。
更
に
「
小
児
の
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
・
手
足
口
病
・
ヘ

ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
、
成
人
の
梅
毒
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
外
の
感
染
症

へ
の
注
意
も
必
要
だ
。
特
に
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
今
夏

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
コ
ロ
ナ
禍
以

前
と
同
等
の
流
行
が
起
き
た
。
日

本
に
お
い
て
も
３
年
ぶ
り
に
流
行

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、

10
月
に
開
始
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

９
月
16
日
（
金
）、
東
京
都
医

師
会
館
で
本
会
議
の
第
２
回
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
開
催
さ
れ
た
。
第
２
ク
ー

ル
で
は
「
２
０
４
０
年
に
向
け
た

地
域
医
療
提
供
体
制
」
を
主
要
議

題
と
し
、
地
域
医
療
構
想
・
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
論
点
と
し
て
、
計
３

回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ

Ｇ
）
会
議
に
加
え
て
検
討
委
員
会

が
行
わ
れ
、
提
言
を
取
り
ま
と

め
た
。

尾
㟢
治
夫
会
長
の
開

会
挨
拶
に
続
き
、
来
賓

の
川
松
真
一
朗
東
京
都

議
会
自
由
民
主
党
幹
事

長
代
行
、
た
き
ぐ
ち
学

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

東
京
都
議
団
幹
事
長
、

お
よ
び
高
倉
良
生
都
議

会
公
明
党
議
員
団
副
団

長
か
ら
開
会
に
際
し
て

挨
拶
が
あ
っ
た
。
更
に

司
会
の
黒
瀨
巌
理
事
か

ら
、
来
賓
の
岡
本
利
久

厚
生
労
働
省
医
政
局
総

務
課
長
お
よ
び
岩
井
志

奈
東
京
都
福
祉
保
健
局

事
業
推
進
担
当
部
長
の

紹
介
が
行
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
初

め
に
は
、
香
取
照
幸
委

員
長
兼
第
２
ク
ー
ル
Ｗ

Ｇ
座
長
か
ら
、「
第
２

ク
ー
ル
の
論
点
に
関
す

る
提
言
」
と
し
て
次
の

項
目
が
詳
細
に
紹
介
さ

れ
た
。

1 

医
療
提
供
体
制
改
革
に
つ
い
て

⑴  

我
が
国
の
医
療
提
供
体
制
に

つ
い
て
の
現
状
認
識

⑵  

医
療
提
供
体
制
改
革
の
視
点

①
在
宅
医
療
・
地
域
医
療
の
強
化

②
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
医
療

の
あ
り
方
の
変
化

③
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
保

障
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
～
提
供
機
関
相
互
の
役
割

分
担
と
連
携
、
地
域
包
括
ケ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
れ
を
担
う
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
～

④
資
源
の
効
率
利
用
、
働
き
方

改
革

⑤
医
療
費
適
正
化
（
最
適
化
）、

無
駄
な
医
療
の
排
除

2 

か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け

医
機
能
に
つ
い
て

⑴  

か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ

け
医
機
能
の
重
要
性

⑵  

か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ

け
医
機
能
の
定
義
（
枠
参
照
）

⑶ 

在
宅
医
療
と
か
か
り
つ
け
医

⑷  

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
め
ぐ
る

問
題
と
か
か
り
つ
け
医
機
能

⑸  

か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
発
揮
す
る
た
め

の
制
度
整
備

①
医
療
情
報
の
一
元
化
・
Ｐ
Ｈ
Ｒ
・

医
療
Ｄ
Ｘ

②
か
か
り
つ
け
医
の
選
択
の
保
障

③
費
用
保
障
の
あ
り
方

3 

医
療
提
供
体
制
改
革

－

地
域

医
療
構
想
に
お
け
る
「
特
殊
東

京
的
事
情
」

そ
の
後
、
各
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
と
講
演
内
容
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

「
都
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
医
療

連
携
シ
ス
テ
ム 

東
京
総
合
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

�

目
々
澤
肇�

理
事

「
東
京
都
の
地
域
医
療
構
想 

構
想

区
域
（
二
次
保
健
医
療
圏
）
ご
と

の
病
床
配
分
は
適
正
か
？
」

�

土
谷
明
男�

委
員

「
在
宅
医
療
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
」

　
　
　
　

�

荘
司
輝
昭�

委
員

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
と
か
か

り
つ
け
医
」

　
　
　
　

�

真
野
俊
樹�

委
員

時
間
の
都
合
上
、
フ
ロ
ア
か
ら

の
質
疑
応
答
は
制
限
さ
れ
た
が
、

最
後
ま
で
多
く
の
医
師
会
関
係
者

と
マ
ス
コ
ミ
が
聴
講
し
た
。な
お
、

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
は
、�

東
京
都
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
動
画
を
掲
載

す
る
予
定
な
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
視
聴

い
た
だ
き
た
い
。

本
会
議
は
す
で
に
第
３
ク
ー
ル

の
議
題
「
コ
ロ
ナ
対
策�

平
時
と

有
事
」
に
関
す
る
検
討
を
Ｗ
Ｇ
で

開
始
し
て
お
り
、
年
末
に
向
け
て

提
言
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で

あ
る
。

（
枠
）
か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り

つ
け
医
機
能
に
つ
い
て
は
、
日
本

医
師
会
・
四
病
院
団
体
協
議
会
が

２
０
１
３
年
に
公
表
し
た
合
同
提

言
の
中
で
定
義
を
示
し
て
お
り
、

こ
れ
が
現
在
も
医
療
界
の
統
一
見

解
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
都
医
師
会
で
は
、
ウ
ィ
ズ

／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る

医
療
提
供
体
制
の
抜
本
的
な
改
革

と
社
会
保
障
の
理
想
像
に
つ
い
て

幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て「
Ｔ
Ｍ
Ａ
近
未
来
医
療
会
議
」

を
設
置
し
て
い
る
。
本
会
議
で
は

「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
医
療
供

給
体
制
と
診
療
報
酬
体
系
の
抜
本

的
改
革
」
を
基
本
テ
ー
マ
に
、
４

つ
の
論
点
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
に
分

け
て
議
論
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｍ
Ａ
近
未
来
医
療
会
議 

 
第
２
回 

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　令和3年4月23日、東京新聞（都内版）に掲載された東京都医師会の
広告「いよいよワクチン、あなたの番です」が、第13回中日新聞社広告大
賞（読者が選ぶ東京新聞広告賞 部門賞）を受賞した。
　本広告は、新型コロナウイルスのワクチン接種が日本で開始される際、
都民に接種までの過程をわかりやすく周知するために制作された。
　表彰式は9月9日（金）に都内で行われ、尾﨑治夫会長が出席した。

香取委員長 シンポジウムの様子

広告「いよいよワクチン、あなたの番です」 尾﨑会長

東
京
都
医
師
会 

定
例
記
者
会
見

かかりつけ医・かかりつけ医機能についての医療界の統一見解
「日本医師会・四病院団体協議会合同提言」（2013年8月8日）

「かかりつけ医」とは（定義）
　なんでも相談できる上、最新の医療情報を熟知して、必要な時には専門医、専門医療機関を
紹介でき、身近で頼りになる地域医療、保健、福祉を担う総合的な能力を有する医師。
「かかりつけ医機能」
　かかりつけ医は、日常行う診療においては、患者の生活背景を把握し、適切な診療及び保健
指導を行い、自己の専門性を超えて診療や指導を行えない場合には、地域の医師、医療機関等
と協力して解決策を提供する。
　かかりつけ医は、自己の診療時間外も患者にとって最善の医療が継続されるよう、地域の医師、
医療機関等と必要な情報を共有し、お互いに協力して休日や夜間も患者に対応できる体制を構
築する。
　かかりつけ医は、日常行う診療のほかに、地域住民との信頼関係を構築し、健康相談、健診・
がん検診、母子保健、学校保健、産業保健、地域保健等の地域における医療を取り巻く社会
的活動、行政活動に積極的に参加するとともに保健・介護・福祉関係者との連携を行う。また、
地域の高齢者が少しでも長く地域で生活できるよう在宅医療を推進する。
　患者や家族に対して、医療に関する適切かつわかりやすい情報の提供を行う。

東
京
都
医
師
会
の
広
告
が

中
日
新
聞
社
広
告
大
賞
を
受
賞
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地
区
医
師
会
新
会
長
紹
介

①
生
年
月
日　

②
最
終
卒
業
校　

③
略
歴　

④
趣
味　

⑤
好
き
な
言
葉

千
代
田
区

医
師
会
長

矢や

島じ
ま 

俊と
し

巳み 

69�

（
内
科
・
循
環
器
内
科
・

�

外
科
・
小
児
科
）

①
昭
和
28
年
５
月
８
日

②
日
本
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

③
千
代
田
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長

④
旅
行
、
ゴ
ル
フ

⑤
至
誠
通
天

足
立
区

医
師
会
長

阿あ

部べ

　
聡さ

と
し 

65�

（
脳
神
経
外
科
・

�

内
科
・
心
療
内
科
）

①
昭
和
32
年
４
月
10
日

②
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部

③
足
立
区
医
師
会
理
事
、

　

法
政
大
学
特
任
教
授

④
ヨ
ッ
ト
、
航
空
機
操
縦

⑤
感
謝

西
多
摩

医
師
会
長

進し
ん

藤ど
う 

幸ゆ
き

雄お 

56�

（
内
科
・
消
化
器
内
科
・

��

リ
ハ
ビ
リ

�

テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

①
昭
和
40
年
12
月
11
日

②
東
海
大
学
医
学
部

③
西
多
摩
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長

④
テ
ニ
ス
、
山
登
り

⑤
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
開
け
る

八
王
子
市

医
師
会
長

鳥と

羽ば 

正ま
さ

浩ひ
ろ 

51�

（
内
科
・
小
児
科
・

�

放
射
線
科
）

①
昭
和
46
年
２
月
17
日

②
日
本
医
科
大
学
医
学
部

③
八
王
子
市
医
師
会
理
事
、同
副
会
長
、

　

都
医
代
議
員

④
読
書
、
旅
行
、
グ
ル
メ

⑤
李
下
に
冠
を
正
さ
ず

多
摩
市

医
師
会
長

佐さ

々さ

部べ 

一は
じ
め 

60�

（
消
化
器
科
・
外
科
・

�

整
形
外
科
）

①
昭
和
37
年
５
月
９
日

②
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
医
学
部

③
多
摩
市
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長

④
ス
キ
ー
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、

　

筋
ト
レ

⑤
為
せ
ば
成
る
、
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
、

　

何
事
も

田
園
調
布

医
師
会
長

内う
ち

山や
ま 

浩ひ
ろ

志し 

66�

（
小
児
科
）

①
昭
和
31
年
10
月
９
日

②
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部

③
田
園
調
布
医
師
会
公
衆
衛
生
委
員
、

　

同
副
会
長

④
読
書
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

⑤
照
千
一
隅
忘
己
利
他

蒲

田

医
師
会
長

松ま
つ

坂ざ
か

　
聡さ

と
し 

64�

（
内
科
・
胃
腸
科
・�

��

小
児
科
・
皮
膚
科
・

�

消
化
器
科
）

①
昭
和
32
年
12
月
27
日

②
日
本
医
科
大
学
医
学
部

③
蒲
田
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

　

都
医
代
議
員
、
日
医
予
備
代
議
員

④
ゴ
ル
フ
、
読
書

⑤
和
し
て
同
ぜ
ず

練
馬
区

医
師
会
長

内う
ち

田だ

　
寛ひ

ろ
し 

62�

（
小
児
科
・
内
科
）

①
昭
和
35
年
６
月
６
日

②
東
京
医
科
大
学
医
学
部

③
練
馬
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

　

同
保
育
園
会
代
表
、

　

都
医
予
備
代
議
員

④
ド
ラ
イ
ブ
、
テ
ニ
ス

中
央
区

医
師
会
長

杉す

ぎ

 
の野 

敬け
い

 
い
ち一 

74�

（
内
科
・

�

循
環
器
科
）

①
昭
和
23
年
９
月
７
日

②
日
本
大
学
医
学
部

③
中
央
区
医
師
会
副
会
長
、

　

都
医
代
議
員

④
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
食
べ
歩
き

⑤
協
調

港

区

医
師
会
長

坪つ
ぼ

田た

　
淳じ

ゅ
ん 

58�

（
内
科
・
循
環
器
内
科
・

�

呼
吸
器
内
科
）

①
昭
和
39
年
９
月
16
日

②
杏
林
大
学
医
学
部

③�

港
区
医
師
会
監
事
、
同
理
事
、
同
副

会
長
、
都
医
代
議
員
、
同
広
報
委
員

会
委
員
、同
医
療
保
険
委
員
会
委
員
、

同
産
業
保
健
委
員
会
委
員
、
港
区
大
気
汚
染
障
害
認
定
審
査
会
会

長
、
東
京
都
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
委
員
、
関

東
信
越
厚
生
局
保
険
指
導
医
、
区
中
央
部
糖
尿
病
医
療
検
討
会
委

員
、
港
区
介
護
認
定
審
査
会
合
議
体
長　

④
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
車

⑤
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な

東
京
大
学

医
師
会
長

田た

中な
か

　
栄さ

か
え 

60�

（
整
形
外
科
）

①
昭
和
37
年
５
月
19
日

②
東
京
大
学
医
学
部

③�

日
医
学
術
企
画
委
員
会
副
委
員
長
、

日
本
整
形
外
科
学
会
代
議
員
、
日
本

リ
ウ
マ
チ
学
会
副
理
事
長
、
日
本
臨

床
リ
ウ
マ
チ
学
会
理
事
長
、
日
本
骨
代
謝
学
会
理
事
、
日
本
骨
粗

鬆
症
学
会
理
事
、
日
本
骨
免
疫
学
会
理
事
、
日
本
関
節
病
学
会
理

事
、
日
本
筋
学
会
理
事
、
日
本
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
学
会

理
事
、
日
本
肩
関
節
学
会
理
事

④
カ
ラ
オ
ケ　

⑤
一
期
一
会

看護師への医師助言 14,802 9,178 5,624 （61.3%） 81.8 
通信員への医師助言 5,926 3,443 2,483 （72.1%） 32.7 

（※1）救急相談件数に占める割合
（※2）応答率とは、総着信件数に占める受付件数の割合（応答率＝受付件数÷総着信件数（％））

累　計 前年件数 前年同時期増減
（増減比）

受付件数に
占める割合

前年
同時期

一日
あたりの
件数

総 着 信 件 数 219,965 175,584 44,381（ 25.3%） 1,215.3 
受 付 件 数 202,447 170,029 32,418（ 19.1%） ─ ─ 1,118.5 

救 急 相 談 123,049 112,480 10,569（ 9.4%） 60.8% 66.2% 679.8 
救 急 要 請 20,085 18,130 1,955（ 10.8%）（※1）16.3% （※1）16.1% 111.0 

医療機関案内 78,630 57,058 21,572（ 37.8%） 38.8% 33.6% 434.4 
相談前救急要請 354 330 24（ 7.3%） 0.2% 0.2% 2.0 
かけ直し依頼 414 158 256（ 162.0%） 0.2% 0.1% 2.3 
その他 （苦情） 0 3 -3（ 0.0%） 0.0% 0.0% 0.0 

応答率（※2） 92.0% 96.8% -4.8%

［令和4年1月1日から令和4年6月30日まで］
■東京消防庁救急相談センター受付状況 （速報値）

　新型コロナウイルス感染症の第6波において、7月26日からサージ期対応が運用されま
した。運用期間中、執務された皆様のご理解・ご協力に感謝申し上げます。相談ノート
には今後の体制整備に向けた貴重なご意見を頂戴しております。
　特に、次への備えとして、現行システムを効果的かつ効率的に運用するための判断と
なる基準や目安となり得る定量的・定性的指標を、これまで集積されたデータの検証を
通して見いだすことは重要課題と考えます。
　人的、物的資源を投入した複数の叡智のネットワークが不明確では、その存在価値を
も認知されていないと同じことかもしれません。COVID-19蔓延期の最中、罹患者が頼
りにするべき各種機関の役割をより分かりやすく都民に示すことができるよう、関係機
関との協力体制の構築に関わってまいります。
　＃7119も有事の際、利用者が求める機能を十分に発揮できる組織を目指してまいり
ますので、引き続き、ご指導のほどよろしくお願いいたします。

東京消防庁救急相談センター
COVID-19サージ期対応 これからに向けて
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か
つ
て
足
立
区
に
は
﹁
荒
川

堤
の
五
色
桜
﹂
と
い
う
桜
の
名

所
が
あ
り
ま
し
た
。
１
本
の
木

に
５
色
の
花
が
咲
く
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
荒
川
土
手
に
78
種

類
の
里
桜
が
３
０
０
０
本
以
上

植
え
ら
れ
、
そ
の
美
し
い
風
景

を
﹁
五
色
の
雲
が
た
な
び
く
如

く
﹂
と
評
さ
れ
た
の
が
由
来
で

す
。
こ
の
桜
は
足
立
区
に
自
生

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
江

戸
時
代
に
大
名
が
江
戸
の
屋
敷

に
植
え
て
い
た
里
桜
が
元
に

な
っ
て
い
ま
す
。

品
種
改
良
さ
れ
た
桜
に
は
そ

れ
ぞ
れ
に
物
語
が
あ
り
、
美
し

い
だ
け
で
な
く
趣
深
い
で
す
。

明
治
維
新
で
状
況
が
変
わ
り
、

伐
採
さ
れ
て
し
ま
う
桜
を
惜
し

ん
だ
一
人
の
庭
師
が
、
足
立
区

江
北
村
の
村
長
と
意
気
投
合

し
、
村
人
が
寄
付

金
を
出
し
合
っ
て

江
北
村
で
桜
を
育

て
ま
し
た
。
苦
労

の
末
に
、
当
時
の

皇
太
子
殿
下
（
後

の
昭
和
天
皇
）
が

見
物
に
い
ら
し
た

ほ
ど
の
桜
の
名
所

に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
戦
争
で

桜
を
育
て
る
余
裕

が
な
く
な
り
、
木

を
切
っ
て
燃
料
に

す
る
者
も
現
れ
る

な
ど
、
残
念
な
状
況
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
区
制
50
年
を

機
に
桜
の
復
興
が
始
ま
り
、
区

と
区
民
の
尽
力
で
都
市
農
業
公

園
に
50
種
類
の
桜
が
、
ま
た
区

内
の
多
く
の
場
所
に
も
桜
が
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。

父
・
木
村
繁
（
木
村
耳
鼻
咽

喉
科
医
院
）
が
﹁
江
北
村
の
歴

史
を
語
る
会
﹂
で
活
動
し
て
い

る
た
め
、
私
も
父
が
手
作
り
し

た
冊
子
を
片
手
に
桜
を
訪
ね
歩

い
て
い
ま
す
。
舎
人
公
園
に
は

レ
ー
ガ
ン
の
里
帰
り
桜
や
、
遺

伝
で
有
名
な
メ
ン
デ
ル
の
ブ
ド

ウ
の
木
も
あ
り
散
策
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
足
立
区
医

師
会
で
桜
の
会
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
、
先
生
方
と
語
ら
い
な

が
ら
歩
い
た
の
は
楽
し
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
、
毎
年
桜
を
見
に
行
き

た
い
も
の
で
す
。

�

（
足
立
区
医
師
会
・
木
村
康
子
）

175新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
医
学
生
で
あ
る
私

た
ち
に
も
実
習
の
中
止
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
が
及
ん
だ
。
そ
の
中

で
も
、
社
会
医
学
・
地
域
医
療
の

実
習
は
本
来
地
域
の
診
療
所
や
介

護
施
設
で
行
う
予
定
で
あ
っ
た

が
、
私
の
大
学
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
課
題
の
一
つ

と
し
て
、
地
域
医
療
の
現
状
を
改

善
す
る
案
を
考
え
る
と
い
う
課
題

が
出
さ
れ
た
。
こ
の
課
題
を
深
掘

り
し
て
み
た
い
と
思
い
、
実
際
の

地
域
活
性
化
の
成
功
例
を
参
照
し

な
が
ら
、
地
域
医
療
と
ま
ち
の
活

性
化
を
同
時
に
叶
え
る
私
な
り
の

ま
ち
づ
く
り
構
想
を
考
え
、
東
京

都
医
師
会
主
催
﹁
医
学
生
懸
賞
論

文�Student�Doctor
プ
ラ
タ
ナ
ス

大
賞*

﹂
に
応
募
し
て
み
た
。

ま
ず
、
商
店
街
の
中
に
医
療
機

関
を
含
む
複
合
施
設
を
作
る
。
そ

こ
に
、
診
療
所
や
薬
局
、
健
診
室
、

ジ
ム
、
ス
タ
ジ
オ
・
プ
ー
ル
を
完

備
す
る
。
来
館
し
て
運
動
す
る
と

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
商
店
街
で

使
え
る
商
品
券
に
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
仕
組
み
で
住
民

の
健
康
を
増
進
し
、
商
店
街
の
収

益
ア
ッ
プ
を
図
る
。
ま
た
デ
イ
ケ

ア
の
一
環
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
に
商
店
街
で
買
い
物
を
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
買
い
物
が
難
し

か
っ
た
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
・

リ
ハ
ビ
リ
と
商
店
街
の
利
益
に
も

つ
な
が
る
。
診
療
所
に
は
都
市
部

か
ら
交
代
で
医
師
を
常
駐
さ
せ
る

こ
と
で
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
だ

け
で
は
な
い
専
門
的
な
視
点
か
ら

の
診
療
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。住

民
の
健
康
情
報
は
全
て
ク
ラ

ウ
ド
で
管
理
し
、
医
療
機
関
だ
け

で
な
く
介
護
施
設
や
消
防
、
保
健

所
、
行
政
全
て
が
更
新
・
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
す
る
。適
切
な
医
療
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な

り
、
医
療
費
の
削
減
や
病
気
の
発

症
を
事
前
に
予
防
・
探
知
し
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
複
合
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
な

ど
の
雇
用
も
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
新
た
な
人
口
の
流
入

は
な
く
て
も
そ
の
町
出
身
の
若
者

の
流
出
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

将
来
の
展
望
と
し
て
、
自
宅
に

配
置
で
き
る
看
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
が
有
用
と
考
え
る
。
日
々
の

デ
ー
タ（
バ
イ
タ
ル
や
服
薬
管
理
、

食
事
内
容
）
を
収
集
し
ク
ラ
ウ
ド

上
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ア
ッ
プ

し
、
異
常
が
あ
る
と
す
ぐ
に
各
機

関
に
知
ら
せ
が
い
く
仕
組
み
だ
。

一
人
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
話
し
相

手
と
な
る
こ
と
で
、
精
神
衛
生
の

向
上
を
図
る
と
同
時
に
認
知
症
予

防
と
早
期
発
見
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

少
し
ず
つ
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

新
し
い
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
で
、
現
状
か
ら
変
化
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

誰
か
が
無
理
を
し
て
現
状
を
維
持

し
て
い
る
状
態
で
は
、
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
よ

う
に
何
か
の
衝
撃
で
簡
単
に
破
綻

し
て
し
ま
う
と
思
う
。
現
状
を
受

け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
新
し
い

試
み
も
柔
軟
に
取
り
入
れ
て
い
く

姿
勢
が
今
の
医
療
全
体
を
変
え

る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

地
域
医
療
と

地
域
活
性
化
の
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
構
想

東
京
都
医
師
会「
医
学
生
懸
賞
論
文 Student D

octor

プ
ラ
タ
ナ
ス
大
賞
」受
賞
者

 
東
京
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
６
年 

吉
森 

彩

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
医
療
に
お
い
て
、
胸

を
張
っ
て﹁
全
く
問
題
な
い
﹂と
言
い
切
る
医
療
関
係
者
は
恐
ら

く
一
人
も
お
る
ま
い
。
本
書
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
人
の
底
力

を
見
せ
た﹁
墨
田
区
モ
デ
ル
﹂の
偉
業
に
つ
い
て
の
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
で
あ
る
。
筆
者
の
江
川
紹
子
氏
は
、
オ
ウ
ム
事
件
で
も
わ
か

る
と
お
り
有
事
問
題
に
強
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　

本
書
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
医
療
連
携
、
行
政
そ
の
も
の
の
取
り

組
み
が
ど
の
よ
う
に
円
滑
に
行
わ
れ
、
奇
跡
と
も
思
わ
れ
る
成
功

に
導
い
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
い
わ
ば﹁
指
南

書
﹂で
あ
る
。
重
大
な
感
染
症
に
見
舞
わ
れ
た
時
︱
あ
る
い
は
自

然
災
害
す
べ
て
で
参
考
に
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
︱
行
政
、
医

療
関
係
者
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
ど
う
協
力
す
る
べ
き
か
が

個
々
の
事
例
で
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
終
章
の
山
本
亨
墨
田

区
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
有
事
の
際
の
あ
る
べ
き
リ
ー
ダ
ー

像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

発
行
▼
時
事
通
信
社　

価
格
▼
１
６
５
０
円（
税
込
）

「想定外」をやっつけろ！
検証・なぜ墨田区は
コロナ禍第５波で重症者を
出さなかったのか
江川紹子 著

知ってますか？

2022年7月、世界経済フォーラム（World 
Economic Forum：WEF）が「The Global 
Gender Gap Report 2022」を公表し、
各国の男女格差を測るジェンダー・
ギャップ指数（Gender Gap Index：GGI）
を公開した。この指数は、「経済」「教育」
「健康」「政治」の4つの分野のデータか
ら作成され、１が完全平等、０が完全不
平等を示している。今年の日本の総合
スコアは0.650で前年より0.006数値
を下げ、順位は146カ国中116位にと
どまっている。

ジェンダー・ギャップ指数
（Gender Gap Index：GGI）

＊�

東
京
都
医
師
会
で
は
、
医
学
生
が
考

え
る
﹁
医
師
像
、
医
療
の
あ
り
方
﹂

を
創
出
し
、
将
来
医
師
と
な
る
医
学

生
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
医
学
生

と
医
師
会
が
意
識
を
共
有
し
、
新
た

な
医
師
会
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
令
和
３
年
度
よ
り
本

懸
賞
論
文
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

�

受
賞
論
文
の
全
文
は
、
東
京
都
医
師

会
雑
誌
４
・
５
月
合
併
号
（
通
巻
７

２
４
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

2019年4月、都市農業公園にて撮影。足立区医師会8地区主催の会。

趣 味 の 散 歩

区民の尽力でよみがえった
江戸の景色

江北五色桜を訪ねて

まちづくり構想イメージ図
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方山栄哲中野区医師会

　新型コロナウイルス感染症が流行してから、マスクをすることが

ごく当たり前になった。私は、マスクは暑苦しいし、声が出しづら

いので元々好きな方ではなかったが、仕方なくしていると、思わぬ

効用があることに気づいた。

　まず、昼に餃子が食べられる。相手に不快な口臭を与えないから

だ。また、青海苔たっぷりの焼きそばも食べられる。しっかり歯み

がきしていても、青海苔というやつは1個や2個は歯についている

ものなので、ニッコリ笑顔の間抜け面を見せる心配がない。たまに

ひょっこり口の奥から出てきたものを、こっそり賞味することもで

きる（キタナい？）。同様の理由で、無精ヒゲや鼻毛の処理もしばら

くサボっても大丈夫。

　それと、マスクをすると妙な安心感がある。相手に素顔をさらす

必要がないからだろう。反対に、マスクをしている相手の表情は読

みにくいのだが、仮に相手が不愉快な時には、その怒りを直視しな

くてよいことにも変な安心感がある。要するにマスクは仮面のよう

なものだ。

　仮面といえば我が国では能面が代表的だが、能面というのは諸外

国の仮面と異なり、かなり現実の人間に近いものだ。あんなにリア

ルにしては、素顔をさらすのと大した違いはないように思うが、マ

スクで半分だけ顔を隠すのと同じで、「見えそうで見えない、見えな

さそうで見える」みたいな日本文化を象徴していると思われる。だ

から日本人はマスクが好きなのだろう。

　さて、隠すことが賞賛される能の話とは異なり、誰もが知るべき

報道の世界では、秘匿は許されない。我らが中野区医師会新聞も、

正しい情報を「マスクする」ことなくお伝えしてゆこうと思う。
� （中野区医師会新聞�2021年10月　No.652より抜粋）

マスクの効用

榎本孝惠練馬区医師会

　先日、就学時健診に行きました。学校は静かです。新型コロナウ

イルス感染症の流行前は元気に「お願いします！」と挨拶がありまし

たが、マスクをして静かに私の前に立ち、診察が終わると黙って通

り過ぎていきます。例年より短時間で終わりましたが、何か虚しく

感じました。そうです、私は毎年この健診で元気な子どもたちと触

れ合うことで、パワーをもらっていたのです。今年も無意識にパワー

をもらうことを期待して学校に行ったので、静かに終わった健診に

虚しさを感じてしまったのだと思います。

　自分のクリニックを眺めてみると、新型コロナウイルス感染症流

行前は本棚には大人用の雑誌以外に子ども用の絵本やマンガも並べ

てありましたが、今は本棚自体を片付けてしまいました。待ってい

る間に子どもたちが飽きないように、キッズコーナーを作りおも

ちゃを置いていましたが、おもちゃは片付け、キッズコー

ナーをつぶして待合室を拡大しました。みんな感染対策

です。もちろん、診察はコロナ前と同様に行っています。

でも、以前も受診したことのある子どもたちは、診察以

外にきっと頭の中にマンガやおもちゃへの期待があり何

か物足りない、先日の学校健診で私が感じたのと同じよ

うな虚しい感覚を覚えているのではないでしょうか。

　学会もオンラインでこれまで通り参加できますが、会

場で他の先生方にお目にかかり、ご助言をいただける機

会はなくなってしまいました。

　夫の職場や息子の大学では、食堂は営業しているもの

の、黙食で会話は禁止だそうです。空腹を満たすだけで

なく、おしゃべりをすることこそ、職場や大学の食堂と

いう場を構成する大切な要因であったように思います。

　健診での児童の挨拶、クリニックのおもちゃ、学会で

の立ち話、食堂のおしゃべりにはこんなに価値がありま

すとは説明できませんが、日常生活における心の安らぎであったよ

うに思います。コロナ禍において「感染拡大防止」と「経済活動の促

進」という重要な課題のもとに、数字やロジックでは見えないもの

の価値が失われたように思います。個人としても社会としても、な

んとかバランスを保ちながら生きていくためには、こういう些細な

心の安らぎの数々は大切なことだったと思います。

　そんなことはデータにも載らない些細な、取るに足らない問題だ、

もっと重大な問題があるだろうと言われれば、おっしゃるとおりで

す。しかし、人はパンのみにて生くるものにあらず、というキリス

トの垂訓が頭に浮かびます。
� （練馬区医師会だより�令和4年1月�第646号より抜粋）

雑感

ふれあいポスト 各地区会報から

上野動物園 パンダの親子 渋谷区医師会  松村聡子
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東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　ヒトメタニューモウイルス（hMPV）は、2001年に発見された
ウイルスで、RSウイルス（RSV）と同じニューモウイルス亜科
に属し、その症状や経過も類似する。
　hMPV感染症の流行のピークは、RSVの流行期（9月～翌年1
月）から1～2カ月ほど遅れた3～6月頃である。RSV感染症は
2020年には流行せず、2021年5月中旬から7月末まで全国的に
大流行した。hMPV感染症は2022年7月から報告数が増えだし
た。おそらく2019年12月以来のCOVID-19の流行がこれらの感
染症の流行期にも影響したのであろう。
　hMPV感染症は小児のウイルス性呼吸器感染症の5～10%を
占める。主にくしゃみ・咳による飛沫感染で広がり、3～5日
間の潜伏期間の後、多くは発熱・咳・鼻水などのかぜ症状で
軽快するが、一部の乳幼児はRSV感染症同様に息苦しさを伴
う細気管支炎や肺炎を起こす。症状のみで両者を区別するこ
とは困難だが、RSV感染症が1歳以下（特に生後6カ月以下）で
の発症が多く、遅くとも2歳までにほぼ100％が初感染するの
に対し、hMPV感染症は1～2歳からやや年長児に多く、2歳ま
でに約半数が、遅くとも10歳までにほぼ全員が初感染する点
で異なる。どちらも一度の感染では十分な免疫は獲得されず、
生涯にわたり何度も感染を繰り返すうちに強い免疫を獲得す
る。定まった出席停止期間はなく、登園は解熱し鼻汁や咳と
全身状態の改善を目安に判断する。
　迅速検査は2014年1月から保険適用になった。当初は「画像
診断（X線など）により肺炎が強く疑われる6歳未満」が対象
だったが、2018年4月から画像診断の縛りがなくなった。ただ
し特異的治療がない上、個々のケースで症状が異なるので“上
手に使いこなす”ことが大切である。 （文責：萩原温久）
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都医からのお知らせ

問
合
先
日本臨床内科医会　E-mail：jpa@event-mhlab.jp

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局
東京都世田谷区上馬1-15-3 MK三軒茶屋ビル3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：imsj@imsj.or.jp　URL：https://www.imsj.or.jp/

日臨内「かかりつけ医のためのWEB講座」
～スペシャリストがジェネラリストになるために～

第62回 国際治療談話会 
総会「がんと糖尿病のゲノム医学の進歩」

日時▶10月27日（木） 19時30分～21時45分
形式▶WEB講演
セミナー▶「高血圧治療補助アプリによる生活習慣修正のアプローチ」勝谷友宏（勝谷
医院 院長）

①「女性の鉄欠乏性－どう見つけるか、どうフォローするか－」大西真由美（日本臨床内
科医会 学術部血液班）②「（サル痘を含めた）ポックスウイルス感染症」本田壮一（日本臨床内
科医会 学術部感染症班）③「身体疾患と不安」太田大介（日本臨床内科医会 学術部心療内科班）

取得単位▶日医生涯教育制度2単位（CC：82、43、8、69）

申込方法▶右記QRコードまたは当会ホームページをご覧ください。
参加費▶無料

日時▶11月17日（木） 18時30分～20時30分　形式▶WEB講演
開会挨拶▶伊藤公一（日本国際医学協会 常務理事）

講演▶感想【座長】ゲオルグ・K・ロエル（日本国際医学協会 評議員）

「G7の展望：グローバルヘルスにおける日独のパートナーシップ」ティモテウス・フェルダー
＝ルセッティ（ドイツ連邦共和国大使館 東京 厚生労働参事官）／〔医学講演〕【座長】伊藤公一（日本
国際医学協会 常務理事）、近藤太郎（日本国際医学協会 常務理事）／〔講演Ⅰ〕「がんゲノム医療の
将来展望」中釜 斉（国立研究開発法人 国立がん研究センター 理事長・総長）／〔講演Ⅱ〕「糖尿病の
ゲノム医学の進歩」門脇 孝（国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 院長）

閉会挨拶▶石橋健一（日本国際医学協会 理事長）

取得単位▶日医生涯教育制度1単位（CC：73、76）

申込方法▶右記QRコードまたは当協会ホームページをご覧ください。
視聴▶無料
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日本医師会生涯教育講座
日 時　令和4年11月17日（木）�午後２時〜５時

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　30
日本内科学会認定総合内科専門医更新単位  2 単位

新型コロナウイルス感染防止のため、
事前申込制とさせていただきます。

【申込方法】研修申込システムにて申込

【定　　員】100名
【申込締切】令和4年11月16日（水）

【問い合わせ先】
東京都医師会 広報学術課
TEL：03-3294-8821（代表）
※詳細は都医ホームページを
　ご確認ください
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膜
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オンライン（Webex）のみで開催します。
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令和3年6月末に杉並区医師会長に就任して1年が経過しました。
コロナ有りきの生活を受け入れなければ日々の業務は成り立たず、
「ウィズコロナ」は所属施設が診療・検査医療機関に登録しようが
しまいが、医療従事者にとってはもはや日常、当たり前のこととなっ
ています。杉並区医師会でも医師会事業や、地域医療への取り組
みについて試行錯誤を繰り返しながら活動を続けています。
杉並区医師会は昭和7年に発会し、昭和22年に『社団法人杉並

区医師会』が設立されました。令和4年8月末現在、会員数は
673名、401の診療所、19の病院が所属し、診療、介護・福祉
事業への協力・助言、学校医、産業医、地域住民への健康啓発
活動、予防医療（健康診断、予防接種事業）など、関係機関と協
力しながら活動していますが、新型コロナウイルス感染症発生以来、
従来の運用を維持することが大変難しくなりました。
甲田潔前会長のもと、医師会役員・委員と地域病院の代表者、
杉並保健所に声掛けして新型コロナ対策を話し合う場を設けまし
た。その後、杉並区が行政会議と位置付けた会議に発展し、現在
も『杉並区新型コロナ感染症連絡会』として月2回ほどのペースで
情報交換を続けています。地域の病院・診療所ともにコロナ禍で
業務に制限がかかるなか、それぞれの立場でできることを模索して
います。病院は病院にしかできない役割を担うことが求められます。
地域基幹病院の発熱外来や、区の集団予防接種会場にも診療所
の医師が応援に出向くなどの取り組みを続けています。また、区の
委託事業として休日夜間診療事業を行っている『杉並区休日等夜間
急病診療所』に、荻窪保健センターの一角を借りて発熱外来を設
け、診療・検査医療機関の申請を行いました。毎回の仮設診療室
の設置や、医師・看護師・事務スタッフも従来の運用の2倍の配置
が必要になるなど、多くの難題を抱えていますが、この夏の第7波
では1日100名に及ぶ発熱患者さんの対応を行いました。新型コロ
ナウイルス感染症に限らず、今後もこのような制約を受ける状況を
見込んだ医療提供体制を地域行政と共に考えていかなければなら
ないと切実に思っています。平日にセンター方式でコロナ患者さん
の対応ができないか？という課題についても行政とともに検討して
きましたが、診療所として専任の管理者が必要なこと（巡回診療所
として登録するにしても課題が多い）、スタッフの確保、なにより

設置場所の確保が難題となっています。
高齢者医療・介護・福祉分野では、地域の病院、診療所、訪問
看護ステーション、介護事業所等の顔の見える連携を図るべく、
区内7圏域で『杉並区在宅医療地域ケア会議』を定期的に開催して
きましたが、昨年も今年も対面での開催が困難となり、WEB形式
での開催を試みているところです。利用者の方 と々直接触れる場面
の多い介護現場は、多くの困難を抱えていますが、Zoomなどのツー
ルを利用しながら介護現場の率直な思い、これからの未来に向け
ての課題、希望などを語り合う会なども開催しています。杉並区の
多職種医療介護連携システムであるバイタルリンク（杉介ネット）の
構築、運用にも積極的に取り組んでいます。コロナ禍で直視するこ
とになった地域医療の課題について、診療所と病院、訪問看護ス
テーション、薬剤師会、歯科医師会、介護福祉施設、保健所との
情報共有や協力がより一層大切であることを痛感しています。
会員向けの活動としては、学術講演会、診療支援の勉強会など

のWEB・ハイブリッド開催、人数制限下での対面開催などを積み
重ねています。以前のような会が跳ねた後の情報交換や会食など
の機会が戻ってくる日を取り戻せるように願っています。また、保
険部の理事が中心となって、会員向けに保険診療に関する情報交
換を目的とした『診療報酬ヘルプサイト』も立ち上げました。初めは
頻繁に運用が変わる新型コロナウイルス感染症の保険請求につい
て、会員同士の質問と回答がメインになっていましたが、その他の
保険請求事案についても情報共有し、全会員参加型のヘルプサイ
トを目指して奮闘しているところです。共催会では、新型コロナウ
イルス感染により休業を余儀なくされた会員への見舞金支給を開
始しました。また、各委員会や病院と診療所の垣根を越えて、医
師会・病院・保健所の共催で地域の感染症対策講演会の開催準備
に取り掛かっています。
これからの地域医療は医療機関同士の競争・競合ではなく、そ
れぞれの特性を発揮する協力・連携であるべきとの思いです。都民
は居住区域を超えて多くの医療機関にアクセスしているため、圏域
を超えての情報共有や、医療連携ツールの運用も欠かせません。
各地区医師会の皆様にも、いろいろ教えていただきながら取り組ん
でまいります。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

地区医師会長からの一言
杉並区医師会のこの1年の取り組み
杉並区医師会長　稲葉貴子
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